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一

「
生
き
ろ
」

全
身
が
震
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
な
か
で
、
船
べ
り
か
ら
空
を
見
上
げ
た
。
海
鳥
の
鳴
き
声
が
響
く
。
そ

の
声
は
伝
蔵
に
は
生
き
ろ
と
聞
こ
え
た
。

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
の
秋
、
井
上
伝
蔵
は
仙
台
か
ら
北
海
道
の
室
蘭
に
渡
っ
た
。
仲
間
を
探
す

旅
だ
っ
た
。

夜
明
け
の
白
い
も
や
の
向
こ
う
に
ぼ
ん
や
り
と
赤
い
た
き
火
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
背
後
に
は
切
り

立
っ
た
断
崖
が
入
り
江
を
囲
む
よ
う
に
う
っ
す
ら
と
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

当
時
の
室
蘭
は
多
く
の
屯
田
兵
や
開
拓
者
と
そ
の
家
族
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
伝
蔵
は
そ
の
横
を
す
り

抜
け
る
よ
う
に
歩
い
て
行
っ
た
。
そ
の
時
、誰
か
に
う
し
ろ
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
た
。

す
ぐ
に
振
り
向
く
と
、
母
親
に
背
負
わ
れ
た
子
ど
も
と
眼
が
合
っ
た
。
伝
蔵
は
ほ
っ
と
し
た
。

伝
蔵
に
は
絶
え
ず
何
者
か
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
切
迫
し
た
緊
張
感
が
あ
っ
た
。

室
蘭
の
町
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
伝
蔵
は
再
び
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
始
め
た
。
し
ば
ら
く
大

通
り
を
歩
い
て
い
た
が
立
ち
ど
ま
り
、
ま
た
振
り
む
い
た
。
だ
れ
も
伝
蔵
の
後
を
追
っ
て
く
る
も
の
は
い



第一章　死刑囚

5

な
い
。
伝
蔵
は
理
髪
店
の
看
板
を
路
地
裏
に
見
つ
け
る
と
、
わ
ざ
と
ゆ
っ
く
り
戸
口
に
近
づ
き
、
さ
っ
と

中
に
入
っ
た
。

四
、五
人
の
客
が
将
棋
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
一
人
の
男
が
伝
蔵
の
顔
を
ち
ら
り
と
見
た
が
、
す
ぐ

に
盤
の
駒
に
眼
を
も
ど
し
た
。
伝
蔵
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
伝
蔵
の
番
が
き
た
。
疲
れ
が
見
え
る
青
白
い
顔
に
、
無
精
ひ
げ
が
生
え
た
伝
蔵
が
鏡
に

映
っ
て
い
る
。

さ
っ
そ
く
ひ
げ
を
剃
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
伝
蔵
は
そ
れ
と
な
く
本ほ

ん

多だ

新あ
ら
たの
こ
と
を
た
ず
ね
た
。

「
あ
あ
、
知
っ
て
い
ま
す
よ
。
こ
の
辺
り
で
は
世
話
好
き
で
評
判
の
お
人
だ
」
と
い
う
返
事
が
か
え
っ

て
き
た
。

本
多
新
は
、
自
由
党
の
創
立
大
会
に
室
蘭
か
ら
、
京
橋
鎗や

り

屋や

町ち
ょ
う（

銀
座
五
丁
目
）
の
寧ね
い

静せ
い
か
ん館

（
自
由
党
の

本
部
が
あ
る
建
物
）
に
参
加
す
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
だ
っ
た
。
伝
蔵
は
本
部
で
た
び
た
び
本
多
の
名
を
耳
に
し

て
い
た
。

伝
蔵
は
店
主
の
話
か
ら
、
本
多
新
が
丸
本
創
成
館
と
い
う
旅
館
の
主
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

創
成
館
は
、
二
棟
続
き
の
大
き
な
旅
館
だ
っ
た
。
室
蘭
港
が
一
望
で
き
る
石
段
を
登
っ
て
黒
塗
り
の
玄
関

を
開
け
た
。
店
の
中
に
は
す
で
に
ス
ト
ー
ブ
が
た
い
て
あ
り
、
暖
か
い
。
伝
蔵
は
緊
張
で
身
が
固
く
な
っ
た
。

案
内
を
乞
う
と
、

「
い
ま
行
き
ま
す
、
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
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大
き
な
、
が
ら
が
ら
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

伝
蔵
は
凍
え
る
手
を
ス
ト
ー
ブ
に
か
ざ
し
な
が
ら
、
旅
館
の
主
が
顔
を
出
し
て
く
れ
る
の
を
待
っ
た
。

「
え
ろ
う
、
お
待
た
せ
し
ま
し
て
」

伝
蔵
が
振
り
向
く
と
、
日
に
焼
け
た
浅
黒
い
顔
に
、
い
く
た
の
風
雪
の
な
か
を
歩
い
て
き
た
と
い
う
風

格
を
備
え
た
人
が
立
っ
て
い
た
。
歳
は
三
十
四
歳
の
伝
蔵
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
よ
う
に
見
え
た
。

「
ど
ん
な
ご
用
件
で
し
ょ
う
か
」

男
は
丁
寧
に
訊
ね
た
。

「
伊
藤
房
次
郎
と
申
す
も
の
で
す
」

伝
蔵
は
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
考
え
抜
い
て
き
た
偽
名
を
使
っ
た
。
遠
縁
に
あ
た
る
伊
藤
の
姓
と
、
伝
蔵

が
よ
く
通
っ
た
銀
座
の
餅
菓
子
屋
の
店
主
の
名
を
借
り
た
。

「
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
仙
台
で
知
り
合
っ
た
方
か
ら
、本
多
さ
ん
の
名
前
を
伺
い
、訪
ね
て
き
ま
し
た
」

伝
蔵
は
用
件
を
率
直
に
話
し
た
。

「
そ
う
で
し
た
か
。
私
で
お
役
に
立
つ
か
ど
う
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
」

本
多
は
小
僧
に
お
茶
を
い
い
つ
け
た
。

「
な
に
し
ろ
、
多
く
の
方
が
室
蘭
に
や
っ
て
き
ま
す
ん
で
、
お
名
前
を
伺
っ
て
も
わ
か
る
か
ど
う
か
」

本
多
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
っ
た
。

「
ど
の
よ
う
な
お
方
な
ん
で
す
か
」
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探
る
よ
う
な
眼
を
伝
蔵
に
向
け
た
。

小
僧
が
お
茶
を
持
っ
て
く
る
と
、
本
多
は
伝
蔵
に
上
が
り
ぶ
ち
に
座
る
よ
う
に
勧
め
た
。

お
茶
は
よ
い
香
り
が
し
た
。
伝
蔵
は
古
ま
が
入
れ
て
く
れ
る
茶
を
思
い
出
し
た
。

「
そ
れ
が
、」

伝
蔵
は
言
い
よ
ど
ん
だ
。

「
な
あ
に
、
か
ま
い
ま
せ
ん
よ
。
ち
っ
と
や
、
そ
っ
と
で
は
驚
き
ま
せ
ん
か
ら
」

御
一
新
の
急
激
な
変
化
を
生
き
抜
い
て
き
た
人
だ
。
一
見
商
売
上
手
な
宿
屋
の
主
人
に
な
り
き
っ
て
い

る
が
、
世
の
中
の
古
い
し
き
た
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
な
り
の
考
え
を
奥
に
秘
め
て
い
る
人
だ
と
伝
蔵

は
感
じ
た
。

「
仲
間
を
探
し
て
い
る
ん
で
す
。
集
治
監
（
現
在
の
刑
務
所
に
あ
た
る
）
に
送
ら
れ
た
ら
し
い
の
で
す
」

伝
蔵
は
思
い
切
っ
て
言
っ
た
。

本
多
は
し
ば
ら
く
黙
っ
て
、
し
げ
し
げ
と
伝
蔵
の
顔
を
見
た
。

「
伊
藤
さ
ん
、
ご
出
身
は
上
州
か
武
州
で
す
か
い
」

突
然
の
質
問
に
伝
蔵
は
戸
惑
っ
た
。
こ
の
人
は
何
か
知
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
伝
蔵
は
激
し
い

鼓
動
に
耐
え
た
。

「
い
や
な
あ
に
、
上
州
出
身
の
知
り
合
い
が
い
ま
し
て
、
お
国
訛
り
が
似
て
い
ま
す
も
ん
で
。
宮
部

襄の
ぼ
る

っ
て
い
う
ん
で
す
が
ね
」
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伝
蔵
は
宮
部
と
聞
い
て
、
は
っ
と
し
た
。
秩
父
自
由
党
員
で
あ
る
伝
蔵
は
、
上
州
（
群
馬
）
自
由
党
の

中
心
に
い
た
宮
部
襄
を
心
か
ら
尊
敬
し
て
い
た
。
伝
蔵
は
、
本
多
の
鋭
い
視
線
を
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
知

ら
ぬ
ふ
り
を
し
た
。

秩
父
困
民
党
の
生
き
残
り
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
本
多
の
出
方
に
よ
っ
て
は
、
す
ぐ
に

逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
伝
蔵
は
覚
悟
し
た
。

「
大
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
な
あ
」
と
言
っ
て
、
本
多
は
そ
れ
以
上
何
も
聞
か
な
か
っ
た
。

「
こ
こ
に
は
、
三
つ
集
治
監
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
樺
戸
、
空
知
、
釧
路
で
す
。
今
、
樺
戸
の
囚
人
た
ち

を
使
っ
て
道
路
を
作
っ
て
い
ま
す
。
石
狩
道
路
っ
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
昼
も
夜
も
お
び
た
だ
し
い
数
の

カ
や
ブ
ヨ
に
襲
わ
れ
、
お
ま
け
に
、
オ
オ
カ
ミ
や
ヒ
グ
マ
が
で
る
。
食
べ
も
の
も
十
分
に
与
え
ら
れ
な
い

ま
ま
、
働
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）、
伊
藤
博
文
が
作
成
し
た
政
策
を
実
行
す
る
た
め
、
明
治
政
府
は
懲
役
刑

十
二
年
以
上
の
者
を
と
じ
こ
め
る
集
治
監
を
北
海
道
に
建
設
し
た
。
囚
人
の
多
く
は
、
明
治
政
府
の
や
り

方
に
不
満
を
も
つ
国
事
犯
（
政
治
犯
）
だ
っ
た
。

「
樺
戸
と
空
知
は
と
も
に
石
狩
に
あ
り
ま
す
。こ
こ
か
ら
馬
車
と
歩
き
で
一
か
月
以
上
は
か
か
り
ま
し
ょ

う
か
。
釧
路
は
日
勝
峠
を
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
札
幌
に
出
て
か
ら
南
下
す
る
か
、
こ
こ
か
ら
、

船
で
行
く
し
か
な
い
で
し
ょ
う
」

本
多
は
気
の
毒
そ
う
に
言
っ
た
。
伝
蔵
は
な
ん
と
か
し
て
、
集
治
監
に
行
く
つ
も
り
だ
と
言
う
と
、
本
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多
は
ふ
と
思
い
つ
い
た
よ
う
に
、

「
旅
費
も
大
変
で
す
よ
。
ま
ず
苫
小
牧
の
笠
松
立
太
を
尋
ね
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。
土
工
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
義
侠
心
の
あ
る
男
で
す
。
春
に
な
っ
て
か
ら
、
石
狩
に
お
行
き
な
さ
い
。
知
り
合
い
が
い
ま
す
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
二
人
と
も
紹
介
し
ま
し
ょ
う
」

本
多
は
、
奥
に
引
っ
込
ん
だ
。
伝
蔵
は
ぎ
く
り
と
し
た
。
本
多
が
警
察
に
密
告
す
れ
ば
、
も
は
や
逃
げ

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
す
べ
て
は
本
多
の
手
の
内
に
あ
る
。

―
わ
し
は
、
自
由
党
員
を
信
じ
る
。

伝
蔵
は
心
を
決
め
た
。

本
多
は
し
ば
ら
く
し
て
、
奥
か
ら
出
て
き
た
。

「
こ
れ
を
お
持
ち
な
さ
い
。
苫
小
牧
の
笠
松
立
太
く
ん
と
、
石
狩
の
八
幡
神
社
の
宮
司
の
岡
村
静
雄
く

ん
に
見
せ
て
、
相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

本
多
が
見
せ
た
紙
に
は
、
こ
の
人
を
よ
ろ
し
く
頼
む
、
と
書
い
て
あ
っ
た
。

「
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
よ
。
二
人
と
も
信
頼
で
き
る
人
で
す
か
ら
」

本
多
は
伝
蔵
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
な
口
ぶ
り
だ
っ
た
。

「
そ
れ
に
こ
れ
は
旅
費
の
一
部
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
、
本
多
は
、
封
筒
を
差
し
出
し
た
。

「
大
し
た
金
額
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
伊
藤
さ
ん
が
、
お
目
当
て
の
人
に
会
え
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
」
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本
多
は
、
努
め
て
何
気
な
さ
そ
う
に
伝
蔵
を
見
た
。
瞳
の
中
に
と
も
っ
た
優
し
さ
を
伝
蔵
は
見
逃
さ
な

か
っ
た
。

本
多
は
手
書
き
の
地
図
を
広
げ
、
指
で
た
ど
っ
た
。

「
房
次
郎
さ
ん
、
札
幌
道
を
お
行
き
な
さ
い
。
白
老
村
を
過
ぎ
、
海
沿
い
の
道
を
進
ん
で
い
く
と
苫
小

牧
村
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
で
冬
を
越
し
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
な
あ
。
北
海
道
の
冬
は
本
州
と
比
べ
も

の
に
な
り
ま
せ
ん
。
体
の
芯
ま
で
凍
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
か
ら
。
春
に
な
っ
て
か
ら
、
植
苗
の
村
を
過

ぎ
北
へ
行
く
と
、
千
歳
村
、
島
松
村
と
続
く
。
豊
平
川
を
渡
る
と
、
札
幌
の
町
に
着
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら

は
川
を
下
り
、
石
狩
川
の
本
流
に
入
っ
て
、
川
を
下
っ
て
い
け
ば
石
狩
の
町
に
着
き
ま
す
」

本
多
は
そ
の
地
図
を
再
び
丁
寧
に
折
る
と
伝
蔵
に
渡
し
た
。
伝
蔵
は
本
多
の
好
意
を
心
の
底
か
ら
あ
り

が
た
い
と
思
っ
た
。

「
ど
う
ぞ
ご
無
事
で
」

本
多
は
伝
蔵
に
向
か
っ
て
丁
寧
に
頭
を
さ
げ
た
。
伝
蔵
も
ま
た
深
々
と
頭
を
垂
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

伝
蔵
が
ふ
り
返
る
と
、
本
多
は
店
の
前
で
伝
蔵
を
ず
っ
と
見
送
っ
て
い
た
。
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会
議
所
編　

名
著
出
版　

一
九
七
三
年

『
自
由
自
治
元
年　

秩
父
事
件
資
料
・
論
文
と
解
説
』
井
出
孫
六
編
著　

現
代
史
出
版
会　

一
九
七
五
年

『
峠
の
廃
道　

明
治
十
七
年
秩
父
農
民
戦
争
覚
書
』
井
出
孫
六
著　

二
月
社　

一
九
七
五
年

『
自
由
党
激
化
事
件
と
小
池
勇
』
村
上
貢
編
著　

風
媒
社　

一
九
七
六
年

『
秩
父
困
民
党
に
生
き
た
人
び
と
』
中
沢
市
朗
編　

現
代
史
出
版
会　

徳
間
書
店　

一
九
七
七
年

『
秩
父
颪　

秩
父
事
件
と
井
上
伝
蔵
』
小
池
喜
孝　

徳
間
書
房　

一
九
七
四
年

『
鎖
塚　

自
由
民
権
と
囚
人
労
働
の
記
録
』
小
池
喜
孝
著　

現
代
史
出
版
会
・
徳
間
書
店
（
発
売
）
一
九
八
一
年

『
秩
父
困
民
軍
会
計
長　

井
上
伝
蔵
』
新
井
佐
次
郎
著　

新
人
物
往
来
社　

一
九
八
一
年

『
秩
父
事
件
小
説
集
』
新
井
佐
次
郎
著　

ま
つ
や
ま
書
房　

一
九
八
一
年

『
自
由
民
権
革
命
の
研
究
』
江
村
栄
一
著　

法
政
大
学
出
版
局　

一
九
八
四
年

『
親
子
で
読
む　

秩
父
困
民
党
』
石
井
重
雄
著　

非
売
品　

一
九
八
五
年

『
裁
か
れ
る
日
　々

―
秩
父
事
件
と
明
治
の
裁
判
』
春
田
国
男
著　

日
本
評
論
社　

一
九
八
五
年

『
秩
父
地
方
郷
土
史
雑
考
』
垣
原
謙
一
著　

秩
父
郷
土
研
究
会　

小
石
川
書
房　

一
九
九
三
年

『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

秩
父
事
件
』
秩
父
事
件
研
究
顕
彰
協
議
会
編　
　

新
日
本
出
版
社
一
九
九
九
年

『
井
上
伝
蔵　

秩
父
事
件
と
俳
句
』
中
嶋
幸
三　

邑
書
林　

二
〇
〇
〇
年

『
田
中
千
弥
日
記
』
解
読
田
中
千
代
日
記
抄　

秩
父
事
件
雑
録　

壬
申
帖　

癸
酉
帖　

辛
未
帖　

吉
田
町
教
育
委
員
会　

第
三
版　

二
〇
〇
二
年

『
秩
父
事
件　

圧
制
ヲ
変
ジ
テ
自
由
ノ
世
界
ヲ
』
秩
父
事
件
研
究
顕
彰
協
議
会
編　

新
日
本
出
版
社　

第
三
版　

二
〇
〇
四
年

『
井
上
伝
蔵
と
そ
の
時
代
』
中
嶋
幸
三　

埼
玉
新
聞
社　

二
〇
〇
四
年

『
秩
父
困
民
党
群
像　

新
装
版
』
井
出
孫
六　

新
人
物
往
来
社　

二
〇
〇
五
年
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『
再
訂
版　

詳
説
日
本
史
資
料
集
』
山
川
出
版
社
二
〇
〇
八
年

『
自
由
民
権
運
動
史
へ
の
招
待
』
安
住
邦
夫
著　

吉
田
書
店　

二
〇
一
二
年

『
自
由
民
権
（
激
化
）
の
時
代　

―
運
動
・
地
域
・
語
り
』
高
島
千
代
・
田
崎
公
司
編
著　

日
本
経
済
評
論
社　

二
〇
一
四
年

『
明
治
の
戦
争
と
横
浜　

伝
わ
る
情
報
、
支
え
る
地
域
』
横
浜
開
港
資
料
館
発
行　

二
〇
一
八
年

『
西
南
戦
争
民
衆
の
記　
〈
大
義
と
破
壊
〉』
長
野
浩
典
著　

弦
書
房　

二
〇
一
八
年
発
行

『
大
月
市
史
』
通
史
編　

大
月
市
史
編
纂
委
員
会　

大
月
市
史
編
纂
室　

校
倉
書
房　

一
九
七
八
年

『
天
保
騒
動
記
』
青
木
美
智
雄　

三
省
堂　

一
九
七
九
年

『
真
説
甲
州
一
揆
犬
目
の
兵
助
逃
亡
記
』
佐
藤
健
一
著　

時
事
通
信
社　

一
九
九
三
年

『
名
栗
の
歴
史　

上
・
下
』
飯
能
市
名
栗
村
史
編
集
委
員
会
編　

飯
能
市
教
育
員
会　

二
〇
一
〇
年

『
銀
座
物
語　

煉
瓦
街
を
探
訪
す
る
』
野
口
孝
一
著　

中
公
新
書　

一
九
九
七
年

『
芸
者
と
遊
び
』　

田
中
優
子
著　

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫　

二
〇
一
六
年

『
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
編
纂
委
員
会　

毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
出
版
部
一
九
八
三
年

北
海
道
関
係
研
究
書
（
事
典
等
を
含
む
）

『
北
海
道
札
幌
師
範
学
校
五
十
年
史
』
北
海
道
札
幌
師
範
学
校
編　

北
海
道
師
範
學　

一
九
三
六
年

『
開
拓
に
尽
く
し
た
人
び
と
８
「
文
化
の
黎
明
・
下
』
北
海
道
総
務
部
文
書
課　

一
九
六
八
年

『
北
海
道
開
拓
功
労
者
関
係
資
料
集
録　

下
巻
』
北
海
道
総
務
部
行
政
資
料
室　

一
九
七
二
年

『
円
山
百
年
史
』
円
山
百
年
史
編
纂
委
員
会　

一
九
七
七
年

『
新
聞
に
見
る
北
海
道
の
明
治
・
大
正　

―
報
道
と
論
説
の
功
罪
』　

佐
藤
忠
雄
著　

北
海
道
新
聞
社　

一
九
八
〇
年

『
写
真
と
文　

北
の
獅
子
た
ち　

―
自
由
民
権
と
北
海
道
』　

写
真
・
佐
藤
毅　

文
・
小
池
喜
孝　

　

		

発
行
・
自
由
民
権
百
年
北
海
道
集
会
実
行
委
員
会　

発
売
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
民
衆
史
講
座　

一
九
八
一
年

『
北
海
道
新
聞
四
十
年
史
（
非
売
品
）』　

北
海
道
新
聞
社　

一
九
八
三
年

『
石
狩
百
話　

風
が
鳴
る　

河
は
流
れ
る
』
石
狩
市　

鈴
木
ト
ミ
エ
編　

石
狩
市　

一
九
八
九
年

『
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
六
十
六　

札
幌
人
名
事
典
』
札
幌
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
三
年

『
日
本
農
業
統
計
調
査
史
』　

及
川
章
夫
著　

財
団
法
人
農
林
統
計
協
会　

一
九
九
三
年

『
町
内
資
料
に
読
む　

石
狩
町
女
性
史
年
表
』
駒
井
秀
子
編　

石
狩
市
郷
土
史
研
究
会　

二
〇
〇
二
年
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『
日
本
の
近
代
化
と
北
海
道
』
永
井
秀
夫
著　

北
海
道
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
六
年

『
い
し
か
り
暦
』
二
十
二
号　
「
石
狩
尚
古
社
社
員　

井
上
伝
蔵
と
土
方
常
吉
、
中
島
源
五
郎
の
俳
句
」
鈴
木
ト
ミ
エ
著　

二
〇
〇
九
年

『
北
海
道
に
お
け
る
徴
兵
制
の
展
開
：「
国
民
皆
兵
」
の
虚
実
』　

阿
部
剛
著　

『
年
報
新
人
文
学
６
』
北
海
学
園
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ　

二
〇
〇
九
年　

『
新
聞
に
見
る
石
狩
・
厚
田
・
浜
益　

歴
史
年
表　

明
治
二
十
六
年
～
二
十
八
年
』
編
・
著　

鈴
木
ト
ミ
エ　

石
狩
市
地
方
史
研

究
会　

二
〇
一
二
年

『
新
聞
に
見
る
石
狩
・
厚
田
・
浜
益　

歴
史
年
表　

明
治
三
十
四
年
』
編
・
著　

鈴
木
ト
ミ
エ　

石
狩
市
地
方
史
研
究
会　

二
〇
一
二
年

『
帝
国
陸
軍
師
団
変
遷
史
』
藤
井
非
三
四
著　

国
書
刊
行
会　

二
〇
一
八
年

『
北
見
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
№
15
伊
藤
房
次
郎
は
井
上
伝
蔵
』
田
丸
誠
著　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
協
会
編
集
委
員
会　

二
〇
二
一
年

『
鳥
取
県
史　

近
代
第
一
巻
総
説
篇
篇
』
鳥
取
県
編
集　

一
九
六
九
年

『
石
狩
八
幡
神
社
史
』
石
狩
八
幡
神
社　

二
〇
〇
八
年

論
文
・
資
料 

秩
父
事
件
関
係

「
西
秩
父
に
お
け
る
町
形
成
と
商
業
の
展
開
」
歴
史
地
理
学
調
査
報
告　

第
五
号　

岡
村
治
著
・
川
崎
俊
郎
著　

一
九
九
一
年　

「
秩
父
絹
の
生
産
と
流
通
に
関
す
る
一
考
察
」
歴
史
地
理
学
調
査
報
告　

第
七
号　

平
野
哲
也
著　

一
九
九
六
年

『
開
港
の
ひ
ろ
ば　

新
聞
万
華
鏡　

④
～
⑲
』　

横
浜
開
港
資
料
館
発
行　

二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
五
年

『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』　

七
号
、
十
六
号
、
二
十
四
号
、
三
十
二
号
、
三
十
三
号
、
七
十
二
号
、
八
十
二
号
、
八
十
七
号　

横
浜
開

港
資
料
館
発
行　

一
九
八
四
年
～
二
〇
〇
四
年

『
自
由
民
権
の
再
発
見　

第
六
章
』
編
著
安
在
郁
夫
・
田
崎
公
司　

日
本
経
済
評
論
社　

二
〇
〇
六
年

　

・「
激
化
期
「
自
由
党
」
試
論　

―
群
馬
・
秩
父
事
件
に
お
け
る
「
譌
自
由
黨
」
と
「
自
由
党
」
―
」
高
島
千
代
著　

『
自
由
民
権
（
激
化
）
の
時
代　

―
運
動
・
地
域
・
語
り
』
高
島
千
代
・
田
崎
公
司　

編
著　

日
本
経
済
評
論
社　

二
〇
一
四
年

　

・「
第
二
章
減
租
請
願
運
動
と
自
由
党
・
激
化
事
件
」　

高
島
千
代
著　

　

・「
第
三
章
青
年
民
権
運
動
と
激
化
」　

横
山
真
一
著

　

・「
コ
ラ
ム
Ⅰ　

杉
田
定
一
」
飯
塚
一
幸
著
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・「
第
六
章
加
波
山
事
件　

―
富
松
正
安
と
地
域
の
視
点
を
中
心
に
」　

飯
塚
彬
著

　

・「
第
七
章
秩
父
事
件
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
―
田
代
栄
助
の
尋
問
調
書
の
分
析
か
ら
見
え
る
秩
父
事
件
」　

黒
沢
正
則
著

　

・「
秩
父
人
が
迎
え
た
明
治
維
新　

―
『
木
公
堂
日
記
』
を
読
む
」　

鈴
木
義
治
著　

二
〇
一
六
年

『
埼
玉
の
歴
史
教
育
』
二
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
を
一
部
修
正
・
加
筆　

　

・「
な
ぜ
、
栄
助
と
伝
蔵
は
皆
野
本
陣
を
離
脱
し
た
の
か
」
篠
田
健
一
著　

二
〇
二
〇
年　

『
女
た
ち
の
秩
父
事
件
』　

五
十
嵐
睦
子
編
著　

新
人
物
往
来
社　

一
九
八
四
年

　

・「
井
上
伝
蔵
の
妻
と
娘
」
石
原
芳
枝
著　

　

・「
秩
父　

二
〇
四
号
ほ
か
」
秩
父
事
件
研
究
顕
彰
協
議
会　

会
報

北
海
道
関
係

「
石
狩
市
内
の
戦
争
に
関
す
る
石
碑
、
遺
構
」『
い
し
か
り
暦
』
二
十
九
号　

工
藤
義
衛
著　

二
〇
一
六
年

「
北
海
道
と
自
由
民
権
運
動
」
樫
田
精
司
著　
『
歴
史
地
理
教
育
』
三
二
四
号　

二
〇
〇
七
年

「
北
海
道
の
自
由
民
権
運
動
」
永
井
秀
夫
著　
『
歴
史
評
論
』
四
一
五
号　

一
九
八
〇
年

『
ヌ
プ
ン
ケ
シ
』
北
見
市
・
市
史
編
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
四
六
号
～
五
三
号　

八
三
号
～
八
七
号　

一
四
一
号
～
一
四
五
号　

　

	

二
四
五
号　

二
〇
〇
一
年
～
二
〇
一
三
年

　

・「
座
談
会　

北
見
の
昔
の
今
を
語
る　

―
北
見
の
思
い
出
」　

『
屯
田
兵　

家
族
の
み
制
度
と
生
活
』
抜
粋　

札
幌
中
央
放
送　

局
放
送
部
編
集
出
版
一
九
六
八
年

「
大
赦
赦
免
後
の
井
上
傳
蔵
―
石
狩
町
の
名
士
伊
藤
房
次
郎
と
し
て
の
二
〇
年
間
」
田
中
實
著　

北
海
道
史
研
究
協
議
会
『
会
報
』

八
一
号　

二
〇
〇
八
年

史
料

『
秩
父
事
件
史
料　

第
一
巻
』（
全
六
巻
）
小
野
文
雄
編　

埼
玉
新
聞
社
出
版
部　

一
九
七
〇
年

『
秩
父
事
件
史
料
集
成
』　

井
上
幸
治[

ほ
か]

編
集　

二
玄
社　

一
九
八
四
～
一
九
八
九
年

『
北
海
道
庁
勧
業
年
報　

第
一
―
十
、十
五
―
十
九　
（
明
治
十
九
年
―
二
十
八
年
）』　
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『
大
日
本
帝
国
憲
法
』

『
刑
法
（
明
治
十
三
年
太
政
官
布
告
第
三
十
六
号
）』

『
北
海
道
庁
布
令
全
集　

明
治
二
十
年
一
月
～
六
月
』
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
送
信

新
聞

『
朝
野
新
聞
』『
横
浜
毎
日
新
聞
』『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』『
東
京
朝
日
新
聞
』『
郵
便
報
知
新
聞
』

『
改
進
新
聞
』『
北
海
道
毎
日
新
聞
』

文
学
作
品

『
横
浜
富
貴
楼　

お
倉
』　

鳥
居
民　

挿
画
小
串
世
喜　
　

草
思
社　

一
九
九
七
年

『
新
装
版　

赤
い
人
』
吉
村
昭　

講
談
社
文
庫　

二
〇
一
二
年

『
馬
追
原
野
』　

辻
村
も
と
子　

北
書
房　

一
九
七
二
年

『
石
狩
川　

上
・
下
』
本
庄
陸
男　

新
日
本
文
庫　

一
九
七
八
年

『
趣
味
の
遺
伝
』
夏
目
漱
石
全
集
２　

ち
く
ま
文
庫　

一
九
八
七
年

『
暗
殺
者
た
ち
』　

黒
川
創　

新
潮
社　

二
〇
一
三
年

『
聖
職
の
碑
』
新
田
次
郎　
「
野
付
牛
の
老
尼
」「
犬
橇
使
い
の
神
様
」
昭
和
五
十
七
年　

新
潮
社

『
陽
が
昇
る
と
き
』
木
々
康
子　

筑
摩
書
房　

一
九
八
四
年

『
最
強
師
団
の
宿
命　

昭
和
史
の
大
河
を
往
く　

５
』
保
坂
正
康　

中
公
文
庫　

二
〇
一
四
年

『
た
た
か
い
の
人　

田
中
正
造
』
大
石　

真　

著　
　

株
式
会
社
フ
レ
ー
ベ
ル
館　

二
〇
〇
七
年　

『
囚
人
道
路
』
安
部
襄
二　

講
談
社　

一
九
九
三
年

『
秩
父
事
件
小
説
集
』
新
井
佐
次
郎　

新
日
本
文
学　

一
九
七
七
年
七
号

『
三
浦
綾
子
小
説
選
集
４　

ひ
つ
じ
が
丘　

泥
流
地
帯
』　

三
浦
綾
子　

主
婦
の
友
社　

平
成
十
三
年

『
歴
史
紀
行　

峠
を
歩
く
』
井
出
孫
六
著　

ち
く
ま
文
庫　

一
九
七
九
年

『
長
崎
源
之
助
全
集　

６　

赤
い
く
つ　

第
四
話　

鉄
道
開
通
』
長
崎
源
之
助　

偕
成
社　

一
九
八
七
年
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『
幻
歌
行　

秩
父
困
民
党　

島
崎
嘉
四
郎
の
生
涯
』
春
田
国
男　

あ
ゆ
み
出
版　

一
九
八
四
年

『
山
県
有
朋　

幕
末
・
維
新
の
群
像
第
九
巻
』
半
藤
一
利
著　

P
H
P
研
究
所　

一
九
九
〇
年

『
象
徴
の
設
計
』
松
本
清
張
著　

文
芸
春
秋
一
九
六
二
年

『
秩
父
困
民
党
』
西
野
達
吉　

講
談
社　

昭
和
四
十
七
年　

『
日
本
歴
史
物
語　

８　

神
話
と
伝
説
』　

林
基
編　

河
出
書
房　

一
九
五
七
年

　

・「
井
上
伝
蔵
伝
説
」　

中
澤
市
朗
著　

	

映
像
資
料

『
草
の
乱
』
神
山
征
二
郎
監
督　

映
画
『
草
の
乱
』
製
作
実
行
委
員
会　

二
〇
〇
四
年
度
文
部
科
学
省
選
定
作
品

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
（
敬
称
略
）

俳
人　

中
嶋
幸
三
（
俳
号
・
鬼
谷
）

秩
父
事
件
研
究
顕
彰
協
議
会　

篠
田
健
一
・
高
島
千
代
・
吉
瀬　

総
・
鈴
木
義
治　

他

埼
玉
県　

元
中
学
校
教
員　

中
田
宗
紀

埼
玉
県　

高
田
哲
郎

埼
玉
県　

竹
内
勝
利
・
出
浦
定
市
・
齊
藤
い
く
江
・
嶌
田
栄
一
・
金
剛
院

日
本
児
童
文
学
者
協
会　

真
鍋
和
子

週
刊
金
曜
日　

社
長　

植
村
隆

九
条
の
会　

事
務
局
長　

小
森
陽
一

横
浜
開
港
資
料
館　

館
長　

西
川
武
臣

私
設
資
料
館　

尚
古
社　

館
主　

中
島
勝
久

石
狩
市　

若
林
真
紀
子

石
狩
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
修
部
文
化
財
課　

課
長　

風
の
資
料
館　

工
藤
義
衛
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石
狩
八
幡
神
社　

花
田
和
彦

石
狩
郷
土
史
研
究
会　

釣
本
峰
雄　

石
狩
市
内　

キ
ー
ワ
ー
ド
印
刷
所

北
見
市
役
所　
『
新
北
見
市
史
』
編
纂
室　

主
幹
斎
藤
幸
善
及
び
編
集
委
員　

田
丸
誠

北
見
市　

佐
藤
毅

N
P
O
ピ
ア
ソ
ン
会
理
事　

伊
藤
悟

お
世
話
に
な
っ
た
図
書
館

石
狩
市
民
図
書
館　
　

室
蘭
図
書
館　
　
　
　
　
　

北
見
中
央
図
書
館

札
幌
公
文
書
館　

横
浜
市
中
央
図
書
館　

横
浜
開
港
資
料
館

国
会
図
書
館　

新
聞
資
料
室
他
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